
 

 
学校図書館を核とした多様な連携による新しい教育づくりの取組 

～学校図書館ガイドラインを踏まえた学校図書館の整備・利活用の効果について～  
紋別市立南丘小学校 

学 級 数   ９ 

     (校長 橋本雄一郎) 

１ はじめに 

紋別市立南丘小学校は、文部科学省「学校図書館

ガイドラインを踏まえた学校図書館の利活用に係る

調査研究」指定校である。この事業の対象校は、図

書標準が未達成、適切な廃棄・更新が行われていな

い、新学習指導要領や学校教育の新たなニーズに応

えられる資料となっていない、新聞の配備や新聞を

活用した学習が十分進んでいない、司書教諭と学校

司書の連携・協力が十分でなく協働して管理運営に

あたれていない等が課題となっている学校で、本校

はそのすべてに該当している。 

一方、紋別市では少子化・人口減少と同時に、全

国学力・学習状況調査における平均正答率が、全国

平均を大きく下回る状況が続いている。このため、

市内では子どもの学力問題が、子育て世代のＵターン・定住促進の妨げや、転勤族の単身赴任につな

がるのではないかと、将来のまちづくりへの影響を懸念する声も聞かれる。 

そこで、紋別市では、教育委員会が受託者、本校が実施校、本校卒業生の主な進学先である紋別中

学校を連携校とし、本事業の指定をきっかけに学校図書館の整備・利活用を推進し、子どもの学びや

生活の質を変え、学力向上とともに不登校や問題行動などの課題の包括的解決を目指している。 
 

２ 児童・家庭・学校・地域の実態……少ない「家読」、遠い市立図書館、書店の閉店 

本校を含む紋別市内の学校には、現在、学校司書の配置はなく、市立図書館の巡回司書が週１回程

度来校し、学校図書館の維持業務を行っている。このため、資料の分類は日本十進分類法（ＮＤＣ）

に従ってなされているものの、図書購入費の予算配当額が少ないため、蔵書の鮮度が著しく低く、色

褪せた古い本が子どもに誤った知識を与え、学習の妨げとなっていた。 

また、調べ学習の入口となる０類が極端に少ない一方、９類が全体の約半数を占めるなど、分類ご

との資料の構成比率に大きな偏りがあり、調べ方の学習や、学習課題の解決にはほとんど機能しない

状況であった。また、学力分析でも読解力や活用力に課題が見られている。さらに、学校図書館その

ものが、児童の教室のある校舎とは別棟の、移動に最も時間のかかる場所にある。このため、児童の

日常生活から学校図書館や本は縁遠いもので、児童の不読率は３割に上った。 

一方、家庭においては、市立図書館の貸出カードを持っている世帯が８割に上るものの、市立図書

館が子どもの足では行けない距離にあり、利用は保護者の送迎に頼るが、共働き世帯が多く、児童・

保護者とも図書館や読書に対し関心をもちにくい環境にある。また、２年前には、ＣＤ・ＤＶＤレン

タル店に併設されていた市内唯一の書店が閉店し、児童書を扱う書店に行くためには、約90㎞離れた

北見市まで行く必要がある。 

 

３ 学校図書図書館の機能を踏まえた校務運営組織の再編……教育課程担当を学校図書館担当に 

本来、学校図書館は、教育課程の展開に欠くことのできない中核的施設であることから、新学習指

導要領への対応と学校図書館の整備を一体的に進めるため、校務運営組織の大幅な見直しを行ってい

る。それまで文化部が担当していた学校図書館は、教育課程担当に位置付け、学校全体を課題別の３

グループに分け、協議や実際の活動はグループ単位で行いながら、同時に引継ぎや人材育成も行える

ようにしている。 

また、複数のグループにまたがる課題については、「総合戦略室」に関係者による部会を設けて検
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【校舎正面。廊下の窓からは流氷のオホーツク海を望む。】 



 

討・提案する組織体制とし、短時間に意思決定ができるようにしている。学校図書館に関しては、総

合戦略室の中に「南丘小メディアセンター（ⅯⅯＣ）」として位置付け、ＩＣＴ活用教育や職員研修図

書を含め全体計画を作成し、ⅯⅯＣ総括マネージャーに司書教諭を配置している。これらの組織改編

により、学校図書館が読む本を借りるためだけの場所ではなく、授業で使う場所・学習課題の解決を

図る場所であるという認識を、教職員が強くもつこととなった。 

 

 

《南丘小学校校務運営組織図》      校 長・学校図書館長        学校評議員   
※ＭＭＣ＝南丘小メディアセンター            教   頭 
総合戦略室（ＭＭＣ）  

          学校保健委員会                             職員会議  
 企画総務グループ         学力向上グループ           生活向上グループ  

事務施設リーダー  教育課程リーダー   学習環境リーダー 研究推進リーダー     体力向上リーダー 生活文化リーダー 
・学籍・庶務  ・教育課程       ・情報活用教育  ・学力対策        ・保健管理     ・儀式的行事 
・経理・給与  ・学習評価        ・校内放送    ・校内研修        ・保健教育     ・クラブ活動 
・施設・渉外  ・地域連携         ・掲示教育      ・校外研修            ・清掃・給食    ・生徒指導 

・学校間連携      ・学習規律   ・公開研究会        ・食育推進      ・いじめ対策 
・学校図書館     ・教室設営    ・研究集録         ・体育行事      ・児童会活動 
・特別支援教育      ・教材購入計画 ・学級経営        ・体力向上対策   ・安全指導 

 
 

４ 「リズムが変わればすべてが変わる」……「環境と習慣」で子ども・教師・家庭の動きを変える 

  本校では、「環境と習慣」をキーワードに、日常の学習や生活の質を高め、繰り返しのリズムを一定に

することで、６年間過ごすうちに自然に学力・体力・生活能力が身に付くようにすることを目指してい

る。その中で大きな役割を果たしているのが読書活動である。 

 

(1) 朝読書は原則毎朝 

 本校の朝は、全校一斉朝読書から始まる。家庭か

ら持ち込まれる心の揺れをリセットし、一日の学校

生活が始まることへのスイッチ効果がはたらき、１

校時の授業に集中して臨むことにつながっている。

すべての児童が、図書委員会の活動で作成した「マ

イしおり」を持っており、読みかけの本に挟んで机

に入れておくことで、休み時間等の生活日課の短い

合間の時間においても、素早く読書を再開すること

により、読書時間を確保することができる。 

 

(2) 職員も毎週金曜日は朝読書 

 今年度から毎週金曜日の職員朝会を廃止し、職

員朝読書の時間とした。その時間、学級担任は教

室に行き、子どもの前で本を読む姿勢を示す。また、職員室入口付近の目につきやすい場所には、私

物の本を互いに紹介し合う「ブックシェアコーナー」が設けられ、職員同士で本の話題で盛り上がる

様子が多く見られる。金曜日は朝会の代わりに勤務時間終了直前に「暮会」を行うこととし、「お疲れ

様でした」の挨拶を合図に定時退勤が促されている。これも朝読書の間接効果である。 

 

(3) 中学校の定期テスト前の部活動停止期間に「家読」推進 

 中学校と連携した家庭における学習環境・習慣づくりとして、定期テスト前の部活動停止期間は、

小学生も家庭学習を強化する期間「超勉強週間」（略称ＣＢＳ）とし、自主課題の一つとして家庭での

読書「家読（うちどく）」を推進している。この期間に合わせ、巡回司書による「おすすめ本」の紹介

や図書館イベントを行い、家庭での学習や読書の習慣付けに役立てている。 

 

 

【全校一斉朝読書。ページをめくる音しか聞こえない。】 



 

５ 具体的な取組事例……ＰＴＡ・地域との連携による本や新聞に親しむ仕掛けづくり 

 

(1) 調べ方・学び方の指導 市立図書館司書との授業 

紋別市の小中学校では、以前から市立図書館所属の巡回

司書が週１回程度来校し、本の紹介や学校図書館の管理業

務を行っている。本校では、これらに加え、巡回司書の来

校日に合わせて時間割を調整したり、レファレンスや必要

な資料の準備も依頼したりすることで、学校司書に準じた

役割を担っていただいており、今後は子どもと本と教育課

程を知る学校司書の常駐が熱望されている。 

 

(2) 紋別高等学校との連携による「読書通帳」の制作・活用 

本校に隣接する紋別高等学校総合ビジネス科で、課題研

究の授業として、高校生に「読書通帳」を制作していただ

いている。通帳１冊につき20冊分の読書履歴を書くことが

できる。紋別市のご当地キャラクターや特産物など様々な

デザインがあり、全種類集めることが児童の楽しみになっ

ている。６年間たった時には、どんな本によって自分がつ

くられたか、振り返ることができる。 

 

 

(3) 「南小農園」販売体験 売上は図書購入費に 

児童数・職員数の減少などで手入れが行き届かず維持管

理が困難になっていた花壇を農園に転換している。キャリ

ア教育と関連させ、地域の達人を「畑の先生」として招聘

し、商品作物（ジャガイモ・カボチャ）の生産・販売体験

を実施し、売上金は蔵書数が不足している学校図書館の本

の購入に充てる。作物の一部は市中心部にあるバスターミ

ナルの売店にも置かせていただいている。 

 

 

(4) ＰＴＡで新聞・雑誌コーナー設置 

ＰＴＡ予算で小学生新聞３紙、社会や科学の雑誌３誌を

定期購読している。朝や昼休みには、関心の高い児童を中

心に、自然に子どもの輪ができる。放送委員会による昼の

校内放送でも、新聞のニュースを紹介している。社会の出

来事に関連した言葉が児童の間で飛び交う。第６学年の学

級では毎週末に、自分の気になった新聞記事の要約を宿題

にしており、「読む」「書く」力の向上に役立っている。 

 

 

(5) 読書感想画コンクール「走る作品展」 

冬季休業中の読書活動推進のため、市内バス会社との共

催による読書感想画コンクール「走る作品展」を実施して

いる。路線バスで市立図書館に行く動機付けにし、読んだ

本の感想画をかく。優秀作品は車内の広告スペースに展示

している。社長賞・校長賞の受賞者には、実物の「降車ボ

タン」をあしらった特製トロフィーが贈られる。バス会社

にとっても利用促進や話題づくりになり、双方にメリット

のある取組となっている。 

【巡回司書によるリファレンス】 

【様々な種類の「読書手帳」】 

【「畑の先生」による栽培指導】 

【新聞コーナーに集まる児童】 

【車内に展示された入賞作品】 



 

 

(6) 読み聞かせサークル「お話の部屋」 

毎月１回、朝読書の時間に、低・中・高学年ごとに、保

護者の方による読み聞かせ「お話の部屋」が行われている。

季節や学年に合わせた本を紹介している。本との出会いを

より豊かなものにし、児童の読書意欲を喚起している。

2004年から続く活動で、すでに15年の歴史があるが、会員

数の減少が続いていることから、コミュニティ・スクール

の導入を機に地域の方の協力を得ることを検討中である。 

 
 

 
 

６ 成果と課題 

本校では、学校図書館ガイドラインに沿って学校図書館を整備し、読書活動を軸に学習や生活のリ

ズムを整えることで、児童の言語能力を高め、基礎学力の定着や精神面での安定を図っている。ま

た、家庭での学習や読書の時間が増えることから、電子メディアに触れる時間は短くなる。 

こうしたことが、授業における学習事項の理解や言葉を介したより高度なコミュニケーションを成

立させ、学力の向上、不登校・暴力行為の抑止など、広範な課題の包括的な解決に寄与していると考

えられる。また、問題行動などが減れば、その対応にかかる時間を授業改善や子どもと向き合う時間

に回せる好循環が生まれ、さらには超過勤務の縮減など教員の働き方改革にも資する。 

結果として、平成31年度全国学力・学習状況調査における本校の平均正答率は、全国平均に対し、

国語で12ポイント、算数で７ポイント上回っている。 
 

《南丘小学校児童の平日の家庭における学習・読書の時間》     学校評価アンケート2019年６月 
 

勉強時間（学年平均） 学 年 読書時間（学年平均） 

                                    20分 第１学年 12分       

                                        48分 第２学年 20分          

                                        53分 第３学年 17分        

                                        52分 第４学年 26分            

                                        65分 第５学年 26分            

                                        91分 第６学年 39分                  
 

一方、学校図書館が、学習センター・情報センターとしての機能を発揮できるようにし、情報活用

力を育てる場とするには、資料があまりに不十分で、巡回司書の支援も限られる。この問題の解決に

は、図書費の大幅な増額・学校司書の常駐が不可欠である。また、小学生新聞や雑誌の購読料につい

ても、これ以上の保護者負担は難しく、公費で措置することが望まれる。 

 

７ おわりに 

学校図書館は、教育課程の展開に不可欠な基礎的な施設であることから、設置が法律で義務付けら

れている。しかし、その整備・活用状況は、地域間格差が大きく、さらなる学校図書館の整備充実を

図るため、平成28年、文部科学省によって定められたのが、学校図書館ガイドラインである。 

従来、北海道、とりわけオホーツク管内では、学力向上が喫緊の課題になっているにも関わらず、

学校図書館は単に本を読んだり借りたりする場所との認識の域を出ず、それを活用して学習課題の解

決を図るという発想が、管理職を含む教職員の間に育っていない現状が見られる。 

思考は言語により編まれる。よって、本質的な学力の向上や豊かな感性を育てるためには、語彙を

増やし、表現方法を知り、思考力を高める必要がある。また、不登校傾向の子どもには、学校図書館

での学校司書や本との出会いが、保健室登校に代わる居場所になる。 

学校は今、新学習指導要領の全面実施や教職員の働き方改革、教育の今日的課題への対応など、大

きな曲がり角にあり、従来の学校運営を行うことが非常に困難となっている。そのため、長期的な視

点に立ち、学校図書館を核に地域とともにある教育を創造することが、子どもと地域の未来を拓く力

になると期待している。 

【保護者による読み聞かせ】 


